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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子制御式の縫製装置の操作パネルに設けた表示装置において、
　縫製装置に設定する複数の設定項目について、項目番号と、この項目番号に対応付けて
設定された設定データと、設定項目を連想させる複数のアルファベット文字からなる連想
記号を対応付けて格納した設定情報記憶手段と、
　前記設定項目の項目番号を１項目分表示可能な項目番号表示部と、
　前記項目番号表示部に表示された項目番号に対応する設定データを表示可能な設定デー
タ表示部であって、複数桁の７セグメント表示器からなる設定データ表示部と、
　アルファベット文字を７セグメント表示器に近似的に表示させる表示器駆動用変換テー
ブルを有し、前記設定データを設定する設定モードのとき、前記設定情報記憶手段の記憶
情報に基づいて、前記設定データ表示部に前記設定データとこの設定データに対応する連
想記号とを、時分割的に切換えながら表示させる設定データ表示制御手段とを備え、
　前記項目番号表示部に表示される項目番号を増減させる為の増加キーと減少キーを設け
、それらのキーが操作されている間、前記設定データ表示制御手段は連想記号の表示のみ
を行い、
　前記設定データ表示部に表示された設定データを増減させる為の増加キーと減少キーを
設け、それらのキーが操作されている間、前記設定データ表示制御手段は設定データの表
示のみを行う
　ことを特徴とする縫製装置の表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、縫製装置の表示装置に関し、特に設定データを表示可能な設定データ表示部
に、前記設定データとこの設定データに対応する連想記号とを、時分割的に切換え表示さ
せるようにした縫製装置の表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、電子制御式の縫製装置には操作パネルが設けられ、縫製装置に関連する複数の設
定項目の設定データを設定変更可能になっている。この操作パネルとしては、複数のキー
と７セグメント表示器を有するもの、複数のキーと液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を有する
ものがあり、オペレータはこれらキーを操作して縫い長さ、本縫い時のミシン回転数、縫
い目ピッチなどの種々の設定項目（約４０項目）の設定データを必要に応じ設定変更する
。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前記従来の複数のキーと７セグメント表示器を有する操作パネルでは、通常、設定項目
の項目番号と、この項目番号に対応付けて設定された設定データのみが表示されているだ
けである。前記設定項目は約４０項目と比較的多いため、オペレータは、項目番号に対応
する設定項目を全て覚え切れず、項目番号とこの項目番号に対応する設定項目の内容と設
定データの対応表を見つつ、変更しようとする設定項目の項目番号を選択しなければなら
ない。それ故、設定データの設定変更を円滑に行えないだけでなく、対応表を見誤って設
定データを誤入力する虞もある。
【０００４】
　液晶ディスプレイを含む操作パネルを適用する場合、複数の設定項目に対応する複数の
アイコン（約４０種類）を表示させることも可能であるが、この場合液晶ディスプレイに
複数のアイコンを表示させるスペースを確保しなければならないから液晶ディスプレイが
大型化してしまい製作コストが高くなる。
　本発明の目的は、設定データの設定変更を円滑に且つ確実に行うことができ、製作コス
トを低減することができる縫製装置の表示装置を提供することである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の縫製装置の表示装置は、電子制御式の縫製装置の操作パネルに設けた表示装
置において、縫製装置に設定する複数の設定項目について、項目番号と、この項目番号に
対応付けて設定された設定データと、設定項目を連想させる複数のアルファベット文字か
らなる連想記号を対応付けて格納した設定情報記憶手段と、前記設定項目の項目番号を１
項目分表示可能な項目番号表示部と、前記項目番号表示部に表示された項目番号に対応す
る設定データを表示可能な設定データ表示部であって、複数桁の７セグメント表示器から
なる設定データ表示部と、アルファベット文字を７セグメント表示器に近似的に表示させ
る表示器駆動用変換テーブルを有し、前記設定データを設定する設定モードのとき、前記
設定情報記憶手段の記憶情報に基づいて、前記設定データ表示部に前記設定データとこの
設定データに対応する連想記号とを、時分割的に切換えながら表示させる設定データ表示
制御手段とを備え、前記項目番号表示部に表示される項目番号を増減させる為の増加キー
と減少キーを設け、それらのキーが操作されている間、前記設定データ表示制御手段は連
想記号の表示のみを行い、前記設定データ表示部に表示された設定データを増減させる為
の増加キーと減少キーを設け、それらのキーが操作されている間、前記設定データ表示制
御手段は設定データの表示のみを行うことを特徴とするものである。
【０００６】
　前記操作パネルの表示装置には、項目番号表示部と設定データ表示部があり、通常時に
おいては、項目番号表示部に複数の設定項目のうち１項目分の項目番号が表示され、設定
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データ表示部に、表示された項目番号に対応する設定データが表示されている。
　ここで、設定データを設定する設定モードに切換えると、設定データ表示制御手段は、
設定情報記憶手段の記憶情報に基づき、設定データ表示部に設定データとこの設定データ
に対応する連想記号とを時分割的に切換えながら表示させる。オペレータはこの連想記号
により設定項目の内容を理解したうえで設定データを変更する。
【０００７】
　複数のアルファベット文字を複数桁の７セグメント表示器に近似的に表示させることに
より、複数の設定項目（例えば、縫い長さやミシン回転数や縫い目ピッチなど）のうちの
１項目を容易に連想することができる。
【０００８】
　項目番号表示部に表示される項目番号を増減させる為の増加キーまたは減少キーを操作
すると、項目番号表示部に表示される項目番号が増減すると共に、項目番号に対応付けて
設定された設定データも切換わって設定データ表示部に表示される。それらのキーが操作
されている間、設定データ表示制御手段は連想記号の表示のみを行う。
【０００９】
　設定データ表示部に表示された設定データを増減させる為の増加キーまたは減少キーを
操作すると項目番号に対応付けて設定された設定データが増減する。それらのキーが操作
されている間、設定データ表示制御手段は設定データの表示のみを行う。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。本実施形態は、玉縁縫い
ミシンの表示装置に本発明を適用した場合の例である。最初に縫製装置としての玉縁縫い
ミシンについて概略説明し、その後表示装置について説明する。
　図１に示すように、玉縁縫いミシン１（以下、ミシン１という）には作業テーブル２が
あり、この作業テーブル２上にミシン本体３が設けられている。ミシン本体３の脚柱部４
の上部からアーム部５が左方に延びその左端部分に左右１対の針棒６が装着されている。
これら針棒６はミシンモータ７（図３参照）を駆動源とする図示外の針棒駆動機構により
上下に一体的に駆動され、作業テーブル２の下面側にある図示外の糸輪補捉器との協働に
より縫い目を形成する。作業テーブル２の前側の右端部には、後述する操作パネル８が設
けられ、このミシン１の制御装置９に電気的に接続されている。
【００１１】
　作業テーブル２には、生地と玉縁布を作業テーブル２の上面に一体的に押えて前後に送
る布送り部材１０があり、作業テーブル２の後部下面側に電動モータ１１を駆動源とする
送り駆動機構１２が設けられ、この送り駆動機構１２により布送り部材１０が前後に駆動
される。オペレータは、ミシン本体３の前側で生地と玉縁布を位置決めし、バインダ１３
により玉縁布の両側縁部を折り返して生地上にセットする。
【００１２】
　布送り部材１０により作業テーブル２上に押さえられた生地と玉縁布が後方へ送られ、
その際に、ミシン本体３により２本の縫目が前後方向に形成され、図示外のセンタメス機
構により直線カット部が形成され、その後、コーナメス機構１４により４本のコーナカッ
ト部が形成される。尚、センタメス機構は、１対の針棒６の間に配設されたメスを有し、
そのメスを作業テーブル２の上側へ上昇させることで布送りされる布に直線カット部が前
後方向向きに形成される。
【００１３】
　次に、操作パネル８とこの操作パネル８に設けた表示装置１５について説明する。図２
に示すように、操作パネル８の前面には、２桁の７セグメント表示器Ｓからなる項目番号
表示部１６、４桁の７セグメント表示器Ｓからなる設定データ表示部１７、項目番号表示
部１６に表示される項目番号を増減させる為の増加キー１８と減少キー１９、設定データ
表示部１７に表示された設定データＭを増減させる為の増加キー２０と減少キー２１、後
述するエンターキー２２、その他リセットキー２３、フィードキー２４、上糸カット＆セ
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ットキー２５、下糸カット＆セットキー２６、セレクトキー２７等がある。
【００１４】
　前記フィードキー２４の左上隅部にはＬＥＤ２８が配設され、オペレータがこのフィー
ドキー２４を操作する毎にＯＮ（退避状態）／ＯＦＦが切換えられる。セレクトキー２７
を含む枠２９内には、ステッチレングス、アジャスト、サイクルのマーク、カウンターが
あり、各マークとカウンターの近傍部にもＬＥＤ３０～３３が配設されている。オペレー
タがセレクトキー２７を操作する毎にステッチレングス、アジャスト、サイクル、カウン
ターに夫々対応する４つのＬＥＤ３０～３３が順次切換わるようになっている。尚、オペ
レータの注意を喚起するＬＥＤ３４も設けられている。
【００１５】
　ミシン１に設定する複数の設定項目（図４参照）について、項目番号ｉ（ｉ＝０，１，
２・・・）と、この項目番号ｉに対応付けて設定された設定データＭと、設定項目を連想
させる後述の連想記号Ｋとが対応付けてＲＡＭ３７（図３参照）のワークメモリに記憶さ
れている。
【００１６】
　増加キー１８や減少キー１９を操作すると、複数の設定項目に対応する複数の項目番号
ｉが増減すると共に、項目番号ｉに対応付けて設定された連想記号Ｋが切り換わる。つま
り、増加キー１８や減少キー１９が操作されている間、設定データ表示部１７には連想記
号Ｋの表示のみ行うようになっている。そして、その操作が終了すると、ワークメモリに
記憶された情報に基づいて、設定データ表示部１７に設定データＭとこの設定データＭに
対応する連想記号Ｋとを、約０．７ｓｅｃ毎に切換えながら表示させるようになっている
。また、この切換え表示状態において、増加キー２０や減少キー２１が操作されると、そ
の操作されている間、設定データ表示部１７には設定データＭの表示のみ行うようになっ
ている。
【００１７】
　ここで、連想記号Ｋについて説明しておく。
　図２、図４、図５に示すように、連想記号Ｋは、設定項目をオペレータに連想させてそ
の内容を理解させるものであって、複数（３桁または４桁）のアルファベット文字からな
る。具体的には、設定項目が「縫い長さ」のとき、長さを意味する「ＬＥＮＧＴＨ」の前
側３文字の「ＬＥＮ」が設定データ表示部１７に表示される。その他の設定項目に対応す
る連想記号Ｋについては図４に記載してあるので説明を省略する。このように、アルファ
ベット文字を７セグメント表示器Ｓに近似的に表示させる表示器駆動用変換テーブル（図
５参照）があり、この表示器駆動用変換テーブルに基づいて複数のアルファベット文字が
表示される。
【００１８】
　次に、前記制御装置９を含む制御系について図３のブロック図に基づいて概略説明する
。制御装置９は、ＣＰＵ３５とＲＯＭ３６とＲＡＭ３７とＥＰＰＲＯＭ３８（不揮発性メ
モリ）とこれらを接続するバス３９とを含むマイクロコンピュータと、入出力インターフ
ェース４０と、ミシンモータ７の為のドライバ４１と、電動モータ１１の為のドライバ４
２等を有する。入出力インターフェース４０に、モータ７，１１の為のドライバ４１，４
２と操作パネル８が接続されている。ＲＯＭ３６には、少なくとも設定データＭを時分割
的に切換えながら表示させる制御のプログラムが格納されている。
【００１９】
　次に、設定データＭを表示制御する制御のルーチンについて図６のフローチャートに基
づいて説明する。尚、Ｓｉ（ｉ＝１，２，３・・）は各ステップを示す。この制御がスタ
ートすると初期設定処理が行われ（Ｓ1 ）、項目番号表示部１６に１項目分の項目番号ｉ
が最初はデフォルトで表示される（Ｓ2 ）。
　次に、項目番号ｉに対応付けて設定された設定データＭが表示される（Ｓ3 ）。この設
定データＭが表示された瞬間からタイマｔ1 が作動しαｓｅｃ．（例えば、約０．７ｓｅ
ｃ．）以上経過すれば（Ｓ4;Ｙes）、設定データＭの表示から前記項目番号ｉに対応した



(5) JP 4830232 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

連想記号Ｋに表示が切換えられる（Ｓ5 ）。
【００２０】
　連想記号Ｋが表示された瞬間からタイマｔ1 が作動し同じくαｓｅｃ．以上経過した（
Ｓ6;Ｙes）後、何の操作も行わなければ、Ｓ３に戻って、設定データＭの表示に切換えら
れる。そして、この切換え表示状態において、増加キー２０や減少キー２１を操作し（Ｓ
7;Ｎo 、Ｓ8;Ｙes）、設定データ表示部１７に表示された設定データＭを増減させる（Ｓ
9 ）。
【００２１】
　次に、タイマｔ2 が作動しβｓｅｃ．（例えば、約０．５ｓｅｃ．）以上経過しても、
増加キー２０や減少キー２１が操作されていた場合は、更に設定データ表示部１７に表示
された設定データＭを増減させ続けると共に、設定データＭのみの表示を行う。
【００２２】
　また、Ｓ６の後増加キー１８や減少キー１９を操作すれば（Ｓ7 ; Ｙes）、項目番号ｉ
を増減させると共に、その項目番号ｉに対応付けて設定された連想記号Ｋに表示が切り換
わった（Ｓ12）後、タイマｔ2 が作動しβｓｅｃ．（例えば、約０．５ｓｅｃ．）以上経
過しても（Ｓ13 ;Ｙes）、増加キー１８や減少キー１９が操作されていた場合は、更に項
目番号ｉを増減させ続けると共に、設定データ表示部１７に表示された連想記号Ｋの表示
を切換えながら、連想記号Ｋの表示のみを行う。また、エンターキー２２を操作すると（
Ｓ11 ;Ｙes）、現在表示中の設定データＭが確定されて終了する。
【００２３】
　ＲＡＭ３７のワークメモリが設定情報記憶手段に相当し、図５の表示器駆動用変換テー
ブル、図６のフローチャート、ＣＰＵ３５とＲＯＭ３６とＲＡＭ３７を含むマイクロコン
ピュータ、設定データ表示部１７が設定データ表示制御手段に相当する。
【００２４】
　以上説明したミシン１の表示装置１５によれば、設定データＭを設定する時に、ＲＡＭ
３７のワークメモリに記憶された項目番号ｉ、設定データＭ、連想記号Ｋの記憶情報に基
づき、設定データ表示部１７に設定データＭとこの設定データＭに対応する連想記号Ｋと
を時分割的に切換えながら表示させるので、オペレータはこの連想記号Ｋにより設定項目
の内容を理解したうえで設定データＭを変更することができる。
　それ故、項目番号ｉとこの項目番号ｉに対応する設定データＭの対応表を見つつ、変更
しようとする設定項目の項目番号ｉを選択する必要がなくなるうえ、設定データ表示部１
７をデータ表示用と連想記号表示用とに兼用し有効活用することができる。しかも、設定
データＭの設定ミスを未然に防止することができる。
【００２５】
　前記設定データ表示制御手段は、アルファベット文字を７セグメント表示器Ｓに近似的
に表示させる表示器駆動用変換テーブルを有することから、複数のアルファベット文字を
４桁の７セグメント表示器Ｓに近似的に表示させることにより、複数の設定項目（例えば
、縫い長さやミシン回転数や縫い目ピッチなど）のうちの１項目を容易に連想することが
できる。また、液晶ディスプレイを含む操作パネルと比べて製作費を低減することができ
る。
【００２６】
　次に、本実施形態を部分的に変更した変更形態について説明する。
　１）連想記号はアルファベットのみに限定することなく、アルファベットと数字とを組
合わせて表示したり、７セグメント以上の表示器を使用してカタカナ表示させるようにし
てもよい。
　２）設定データＭと連想記号Ｋを切換えるタイマｔ1 の設定時間は０．７ｓｅｃ．に限
定されるものではなく、０．７ｓｅｃ．未満あるいは０．７ｓｅｃ．以上でもよい。
　３）玉縁縫いミシン以外の種々の電子制御式ミシンに本発明の表示装置を適用可能であ
る。その他、本願発明の趣旨を逸脱しない範囲において前記実施形態に種々の変更を付加
した形態で実施可能である。
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【００２７】
【発明の効果】
　請求項１の発明によれば、設定データを設定する設定モードに切換えると、設定データ
表示制御手段は、設定情報記憶手段の記憶情報に基づき、設定データ表示部に設定データ
とこの設定データに対応する連想記号とを時分割的に切換えながら表示させるので、オペ
レータはこの連想記号により設定項目の内容を理解したうえで設定データを変更すること
ができる。
　それ故、項目番号とこの項目番号に対応する設定データの対応表を見つつ、変更しよう
とする設定項目の項目番号を選択する必要がなくなるうえ、設定データ表示部をデータ表
示用と連想記号表示用とに兼用し有効活用することができる。しかも、設定データの設定
ミスを未然に防止することができる。
【００２８】
　複数のアルファベット文字を複数桁の７セグメント表示器に近似的に表示させることに
より、複数の設定項目（例えば、縫い長さやミシン回転数や縫い目ピッチなど）のうちの
１項目を容易に連想することができる。また、液晶ディスプレイを含む操作パネルと比べ
て製作費を低減することができる。
【００２９】
　項目番号表示部に表示される項目番号を増減させる為の増加キーまたは減少キーを操作
すると、項目番号表示部に表示される項目番号が増減すると共に、項目番号に対応付けて
設定された連想記号も切換わって設定データ表示部に表示させることができる。また、そ
れらの増加キーや減少キーが操作されている間は、設定データ表示部には、連想記号のみ
が切換えられながら表示されるので、設定したい項目を簡単に選択することができる。
　設定データ表示部に表示された設定データを増減させる為の増加キーまたは減少キーを
操作すると項目番号に対応付けて設定された設定データを増減することができる。また、
それらの増加キーや減少キーが操作されている間は、設定データ表示部には、設定データ
のみが増減しながら表示されるので、設定したい値を簡単に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の縫製装置の側面図である。
【図２】操作パネルの正面図である。
【図３】制御系のブロック図である。
【図４】項目番号と連想記号と設定データとの関係を示す図表である。
【図５】アルファベット文字等を７セグメント表示器に近似的に表示させる表示器駆動用
変換テーブルの図表である。
【図６】縫製装置の制御系の概略フローチャートである。
【符号の説明】
１　　　ミシン
８　　　操作パネル
１５　　表示装置
１６　　項目番号表示部
１７　　設定データ表示部
１８　　増加キー
１９　　減少キー
２０　　増加キー
２１　　減少キー
ｉ　　　項目番号
Ｍ　　　設定データ
Ｋ　　　連想記号
Ｓ　　　７セグメント表示器
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